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令和元年度（平成 31 年度） 事業報告 
 

理事会・監査・評議員会等の実施状況 
 

１．変更登記等 

令和元年６月２８日 

変更登記 

１．理事変更 

   退任理事 楠瀬静夫（令和元年 6 月 24 日退任） 

   就任理事 髙橋道雄（令和元年 6 月 25 日就任） 

２．資産の総額の変更 

   資産総額 ３７，０９６，００７円（令和元年３月３１日変更） 

３．印鑑提出者の変更 

 

２．理事会の開催 

年月日 開催場所 主要議題 

令和元年 

６月７日 

須崎市 

総合保健福祉 

センター２Ｆ 

第３会議室 

第１回理事会 （現任理事９名中 ８名出席、監事２名中 ２名出席） 

第１号議案 平成３０年度一般会計補正予算（第３号）について 

第２号議案 平成３０年度事業報告及び一般会計収支決算について 

         同 監査報告について 

第３号議案 任期満了に伴う理事、監事の候補者について 

第４号議案 評議員の候補者について 

第５号議案 評議員会の開催について 

その他について 

令和元年 

６月２４日 

須崎市立 

市民文化会館 

大会議室Ａ 

第２回理事会 （現任理事１０名中 １０名出席、監事２名中 ２名出席） 

第６号議案 理事たる会長、副会長、常務理事の選任について 

その他について 

令和元年 

９月２７日 

須崎市 

総合保健福祉 

センター３Ｆ 

研修室 

第３回理事会 （現任理事１０名中 １０名出席、監事２名中 ２名出席） 

報告事項 ①訪問介護事業所（４月～８月）決算状況について 

       ②職員体制等について 

       ③第３６回須崎市社会福祉大会について 

       ④事務所の移転について 

       ⑤会長、常務理事の職務執行状況について 

その他 

令和元年 

１２月１３日 

須崎市 

総合保健福祉 

センター３Ｆ 

研修室 

第４回理事会（現任理事１０名中 １０名出席、監事２名中 ２名出席） 

  報告事項 ①職員賃金規程について 

         ②あったかふれあいセンター「しんまち」トイレ等改修工事について 

第 ７号議案 職員就業規程の一部改正について 

第 ８号議案 令和元年度一般会計補正予算（第１号）について 

第 ９号議案 役員等の報酬及び費用弁償に関する規程の一部改正について 

第 10号議案 令和元年度第２回評議員会の開催について 

その他について 

令和２年 

３月９日 

須崎市 

総合保健福祉 

センター３Ｆ 

研修室 

第５回理事会（現任理事１０名中 ９名出席、監事２名中 ２名出席） 

第１１号議案 定款の一部改正について 

第１２号議案 令和２年度事業計画及び一般会計収支予算について 

第１３号議案 第三者委員の承認について 

第１４号議案 評議員選任委員の選任について 

第１５号議案 理事候補者の承認について 

第１６号議案 第３回評議員会の開催について 

その他について 

令和２年 

３月２７日 

須崎市 

総合保健福祉

センター３Ｆ 

研修室 

第６回理事会（現任理事１０名中 １０名出席、監事２名中 ２名出席） 

第１７号議案 辞任に伴う常務理事の選任について 

  その他について 
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３．監査の実施 

年月日 開催場所 監査内容 

令和元年 

５月３０日 

須崎市社協事務所前 

相談室 

平成３０年度事業報告及び各会計決算について監査 

    監事 西村貴尚、久保文彦 

 

４．評議員会の開催 

年月日 開催場所 主要議題 

令和元年 

６月２４日 

須崎市立 

市民文化会館 

大会議室Ａ 

第１回定時評議員会 （現任評議員 １４名中 １２名出席） 

第１号議案 平成３０年度一般会計補正予算（第３号）について 

第２号議案 令和３０年度事業報告及び一般会計収支決算について 

第３号議案 任期満了に伴う理事、監事の選任について 

その他について 

令和元年 

１２月２３日 

須崎市 

総合保健福祉 

センター３Ｆ 

研修室 

第２回評議員会 （現任評議員 １５名中 １３名出席） 

第４号議案 令和元年度一般会計補正予算（第１号）について 

第５号議案 役員等報酬及び費用弁償に関する規程の一部改正について 

その他について 

令和２年 

３月２７日 

須崎市 

総合保健福祉 

センター３Ｆ 

研修室 

第３回評議員会 （現任評議員 １５名中 １２名出席） 

第６号議案 定款の一部改正について 

第７号議案 令和２年度事業計画及び一般会計収支予算について 

第８号議案 理事の選任について 

その他について 

 

  

５．正副会長会の開催 

年月日 開催場所 主要議題 

令和元年 

５月２７日 

社協事務所前 

相談室 
・職員の処分について ・新役員体制について ・その他 

令和元年 

６月２８日 

社協事務所前 

相談室 

・今後の予定 ①民児協役員会 ②都市社協会長連絡協議会 

         ③ブロック別市町村社協会長等意見交換会 ④第３回理事会 

・その他 

令和元年 

７月１９日 

社協事務所前 

相談室 

・第３６回須崎市社会福祉大会について ・善意銀行について  

・その他 

令和元年 

９月１７日 

社協事務所前 

相談室 

・訪問介護事業所（４月～８月決算見込について） 

・第３６回須崎市社会福祉大会について ・職員体制について 

・事務所移転について ・第３回理事会について ・その他 

令和元年 

１２月２日 

社協事務所前 

相談室 

・市への要望について ・第３６回須崎市社会福祉大会について 

・第４回理事会について ・その他 

令和２年 

１月２７日 

社協事務所前 

相談室 

・社会福祉大会アンケート結果 ・職員採用試験について  

・社会福祉法人に係る指導監査について ・第５回理事会について 

・その他 

令和２年 

２月２８日 

社協事務所前 

相談室 
・第５回理事会について ・その他 

 

６．指導監査の実施 

令和２年 

３月３日 

須崎市 

総合保健福

祉センター1Ｆ 

会議室３ 

社会福祉法人に係る指導監査：須崎市福祉事務所（4 名） 

 結果：概ね良好 

    ・当協議会ホームページでの定款、役員等の報酬基準の公表 
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主要事業の実施状況 

 
活動方針１ 住民のあらゆる生活課題へ対応できる総合的相談・支援体制の強化 

 

日常生活での悩みごとや心配ごとに対して、適切な解決方法の助言や専門機関への紹介など 

の相談窓口として誰もが気軽に安心して相談ができ、信頼される相談援助活動に努めた。 

 

１．生活支援・総合相談センター「ほっと」の開設 

 総合相談所の実施 

  住民の多様な生活課題や困りごとに対応できるワンストップ型の総合相談窓口として、各種相 

談専門員はもとより社協職員全員が相談員として対応。専門機関、福祉・行政サービスへの伴 

走型支援など、相談者の生活課題を支援につなげていく体制づくりに努めた。 

   

相談・支援内容と件数（延べ数） 

 

①生活困窮者自立支援事業（市受託事業） 

○令和元年度利用者実数 ： ６８件 

 

②就労準備支援事業（市受託事業） 

○令和元年度利用者実数 ： １件 

 

③家計相談支援事業（市委託事業） 

○令和元年度利用者実数 ： ６件 

 

２．定期的な専門相談の実施 

無料弁護士相談（共募配分）                   

    毎月第３木曜日  １３：００～１６：１０ 法テラス須崎法律事務所・ひまわり法律事務所 

 受付件数 相談件数 

３０年度 ４３件 ３１件 

元年度 ５５件 ３５件 

   

 

相談・支援内容 30年度 元年度 相談・支援内容 30年度 元年度 

電話相談・連絡 ３５４ ２５４ その他の期間との会議 １６ １２ 

訪問・同行支援 １０７ １０２ 他機関との電話照会・協議 ３３９ ２５８ 

面談 １４２ １２８ その他 ２７  ２２ 

所内会議 １４ ５ 不 明 ０ ０ 

支援調整会議（プラン策定） １６ ８ 
計 １，０８３ ８０３ 

支援調整会議（評価実施） ８ １４ 

相談月別件数（延べ） 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 計 

３０年度 ９２ ９９ ８５ ７７ ８４ ５３ 
３０年度 

１，０８３ 

元年度 

８０３ 

元年度 ７４ ５２ ５９ ５８ ８３ ６９ 

月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

３０年度 １０４ １１８ ８８ ８１ １０３ ９９ 

元年度 ８０ ７１ ９５ ６９ ５８ ３５ 
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３．支援活動の充実 

①生活福祉資金貸付事業                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      

低所得者・高齢者・障害者世帯に対し、資金の啓発と適切な援助指導を行い、その経済

的自立と生活意欲の助長並びに在宅福祉及び社会参加促進を図った。又、長期滞納者に

対し督促するとともに計画的な償還指導を推進した。 

又、失業により生計が困難となった世帯に対し、再就職までの間の生活資金として貸し付け

ることで、失業世帯の生活立て直しを支援する（総合支援資金）の啓発と、適切な利用援助

相談等を推進した。 
 

ア、貸付相談等件数 

 ３０年度 元年度 

来所 電話 計 来所 電話 計 

生活福祉資金（総合支援資金） １ ０ １ 4 2 6 

生活福祉資金（福祉資金・緊急小口資金） ５４ ７７ １３１ 49 85 134 

生活福祉資金（教育支援資金） １９ ５２ ７１ 2 16 18 

生活福祉資金（不動産担保型生活資金） ０ ０ ０ 0 0 0 

臨時特例つなぎ資金 ０ ０ ０ 0 0 0 

その他制度全般相談 ２３ ３９ ６２ 20 28 48 

計 ９７ １６８ ２６５ 75 131 206 

 

イ、総貸付件数（令和２年３月３１日現在） 

 ３０年度 元年度 

生活福祉資金 ５４件 ３６，０８６，０３３円 ４３件 ３１，８４６，０５３円 

総合支援資金 ３件 ２，３２０，９５６円 ３件 ２，３６３，３１１円 

 

ウ、本年度貸付件数 

 ３０年度 元年度 

緊急小口資金 ３件 ２５０，０００円 １件 ２００，０００円 

福祉資金 ２件 １７３，０００円 ０件 ０円 

計 ５件 ４２３，０００円 １件 ２００，０００円 

※緊急小口については、新型コロナウィルス関係 

 

エ、事務費等（県社協委託） 

 ３０年度 元年度 

事 務 費 ２９７，０００円 ３０４，０００円 

民生委員実費弁償費 １３４，０００円 １３２，０００円 

 

②高額療養費貸付事業（市受託事業） 

   国保被保険者で、高額療養費支給の対象となる一部負担金の支払いが一時的に困難 

なものに、その費用の全部または一部を貸付けることにより、被保険者の福祉の推進と生活 

の安定に資することを目的とし実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 ３０年度 元年度 

貸付件数 ２０件 ３１件 

貸付金額 ３，８０１，７６６円 ３，２４７，３５９円 
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③日常生活自立支援事業の推進（高知県社協受託事業）    

地域の中で生活する判断能力が不十分な方の福祉サービスの利用援助や日常的金銭 

管理等を通じて相談援助活動に努めた。 

 年度 認知症高齢 知的障害 精神障害 その他 計 

契約締結 
３０年度 ３件 ３件 １件 ０件 ７件 

元年度 ３件 ０件 ６件 ０件 ９件 

相談援助 
３０年度 ２０２件 ３８３件 ３５７件 １５件 ９５７件 

元年度 ３１４件 ４４６件 ４７６件 １４件 １，２５０件 

 
実利用者数 

（人） 

支援時間数 貸金庫預かり件数 利用料計 

(円) 時間数（Ｈ） 利用料等(円) 件数 利用料（円） 

一般世帯 
３０年度 ２５ ３５９．５ ５３９，２５０ ５件 ３０，０００ ５６９，２５０ 

元年度 ２９ ４３７．５ ６５６，２５０ ５件 ３０，０００ ６８６，２５０ 

生活保護 
３０年度 １２ ３８８．５ ５８２，７５０ ４件   

元年度 １７ ４５２．５ ６７８，７５０ ４件   

 

④須崎市指定相談支援事業（受託事業）               

相談支援専門員を配置し、精神・身体・知的の障害児（者）の日常生活上の支援並びに 

   相談や交流活動等のサービスを提供することにより、社会復帰及び社会参加の促進に努め、 

   須崎市における障害児・者相談支援の総合的展開を図った。 

 

◆相談件数等（延ベ）                         

相談内容 
件数（件） 

相談内容 
件数（件） 

３０年度 元年度 ３０年度 元年度 

福祉サービスの利用に関すること １，３７７ １，５６５ 生活技術に関すること ３３０ ２４８ 

障害や症状の理解に関すること ３２７ ４７１ 就労に関すること １１９ １３９ 

健康・医療に関すること ７１７ ９９６ 社会参加・余暇に関すること ２６１ ３２４ 

不安の解消・情緒安定に関すること ２５６ ３６３ 権利擁護に関すること ８ ７ 

保育・教育に関すること ９５ １０５ その他 ９２２ ９３９ 

家族関係・人間関係に関すること ３９６ ３７６ 
合  計 ５，１９８ ５，９８２ 

家計・経済に関すること ３９０ ４４９ 

 

◆月別利用者総数（実数） 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 実利用者数 

件数（人） 
３０年度 ２１８ ２２１ ２２７ ２２９ ２３２ ２３３ 

３０年度 ２４２人 
元年度 ２４３ ２４７ ２５０ ２５３ ２５５ ２５６ 

月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

元年度 ２８５人 

 

件数（人） 
３０年度 ２３４ ２３６ ２３９ ２３９ ２３９ ２４２ 

元年度 ２６０ ２６３ ２６３ ２６５ ２６７ ２８５ 

 

◆モニタリング・計画作成等件数 

障害者（児） 
モニタリング 計画作成 合計 

件数（件） 給付額（円） 件数（件） 給付額（円） 件数（件） 給付額（円） 

障害者 
３０年度 １８３ 2,753,570 84 1,557,510 ２６７ 4,303,280 

元年度 １８３ 2,805,570 106 1,976,480 ２８９ 4,782,050 

障害児 
３０年度 ６２ 943,920 ３２ 635,160 ９４ 1,579,080 

元年度 ５７ 952,700 ３６ 751,880 ９３ 1,704,580 

 



6 

 

４．広報啓発活動の充実 

①広報活動                                 

広報誌「社協だより」の発行  年４回発行（４月・７月・１０月・１月）。社協活動の啓発推進 

に努めた。 

 

②須崎市社会福祉大会開催事業           

 

活動方針２  利用者の立場に立った福祉サービスの提供と積極的展開 
 

１．在宅福祉サービスの推進 

①．地域介護予防活動支援事業（市受託事業）         

 要介護状態となるおそれの高い虚弱な状態にあると認められる６５歳以上の者を対象とし、要 

介護状態等となることを予防することを通じて、一人ひとりの生きがいや自己実現のための取リ 

組みを支援し、活動的で生きがいのある人生を送ることができるよう支援する。 

 

 

 

 

 

 

②障害者地域支え合い事業（市受託事業） 

在宅の心身障害児（者）が家庭において介護を受けることが出来ず、一時的に介護を必要 

とする場合に登録介護者に介護委託することにより利用者やその保護者の地域生活を支援す 

ることを目的とする。 

 

                 

 

 

 

 

 

事業名 ： 第３６回須崎市社会福祉大会（参加者数 ： １４０名） 

開催日 ： 令和２年１月１１日（土） １１：００～１６：３０ 

場  所 ： 須崎市市立市民文化会館 大会議室 

○社会福祉功労者等の表彰 

大会長特別表彰 １団体（ボランティア活動） 

大会長表彰 １０名（民生委員・児童委員） 

大会長感謝  ３名（施設職員 ２名、多額寄付 １名） 

○活動発表 

    ①とかのあったかふれあいセンターの取り組み 

         ＮＰＯ法人とかの元気村 副理事長 森田有紀さん 

    ②津野町貝ノ川サロン棚田の集いの取り組み 

         津野町貝ノ川サロン棚田の集い 代表 大﨑建夫さん 

    ③浦ノ内地区地域自主組織の取り組み 

         浦ノ内地区地域自主組織 事務局 清水千郷さん 

○講  演 

    みんなの「出来る」を出し合って！ 進めよう須崎流のまちづくり 

                    講師 ご近所福祉クリエーター 酒井 保さん 

期   間 （４月～８月） 

活動場所 総合保健福祉センター 

月間活動時間 ９．５時間 

教室対象人員（実人員） ３７人 

教室対象人員（延人員） ２２２人 

 ３０年度 元年度 

登録者数 ２人 ２人 

登録介護者数 ２人 ２人 

総訪問回数 ２７回 ３０回 

総訪問時間数 ７７時間 ８８時間 

支給額 ４６，２００円 ５２，８００円 
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③障害者社会参加促進事業（市受託事業） 

ア、事業名 ： 生活訓練事業「パソコン教室」 

目  的 ： 在宅障害者の日常生活の向上と自立、社会参加を図ることを目的とする。 

 

イ、事業名 ： 障害者社会参加促進事業「スポーツ・レクリェーション開催事業」 

目  的 ： 障害者スポーツの普及とスポーツを通じた交流を深め、障害者自身の健康 

増進を図ることを目的とする。 

 

④ふれあい給食サービス事業（市補助事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤小地域高齢者ふれあいの集いの支援（市補助事業）  

各公民館、集会場を基盤とする小地域において閉じこもりがちな高齢者の孤独解消、仲間 

づくり、健康増進のために開催されているふれあいの集いを支援し、小地域福祉活動の推進に 

努めた。 

 

 

 

 

 

⑥福祉用具・マイクロバス貸出事業（自主事業） 

介護保険、支援費制度の対象外の高齢者や障害者に対し車椅子等の福祉用具を貸出 

し、日常生活活動の軽減、社会参加活動拡大のために実施した。また、市内各種福祉団体 

等の活動目的推進のためにマイクロバスの貸出を実施した。 

 

 

第１回 第２回 

開催日 
令和元年９月２日～１０月９日 

の間１５日間 
開催日 

令和２年１月２３日～２月２７日 

の間１５日間 

場 所 高知ペットビジネス専門学校 場  所 高知ペットビジネス専門学校 

参加者   １７名（前年度 １３名） 参加者  １５名（前年度 １６名） 

第１回 第２回 

開催日 令和元年１０月３１日（木） 開催日 令和２年３月１７日（火） 

場 所 香南市マリンスポーツセンター 場  所 わんぱーくこうち・ラウンドワン 

参加者   ５名 参加者 新型コロナウィルス感染予防のため中止 

実施地区 
３０年度 元年度 

回数（回） 人員（人） 助成額（円） 回数（回） 人員（人） 助成額（円） 

多ノ郷 １１ ８４７ ２５４，０００ １１ ７９２ ２３７，６００ 

上 分 １２ ２９７ ８９，１００ １２ ４１４ １２４，２００ 

吾 桑 １２ ３５４ １０６，２００ １２ ３９５ １１８，５００ 

浦ノ内 １２ ９２４ ２７７，２００ １１ ７９９ ２３９，７００ 

須崎（東） １２ １，３０２ ３９０，６００ １１ １，１０１ ３３０，３００ 

須崎（中） １２ ８７５ ２６２，５００ １１ ７６６ ２２９，８００ 

須崎（西） １２ １，２１６ ３６４，８００ １１ １，１５３ ３４５，９００ 

新 荘 １２ ２５８ ７７，４００ １２ ２３７ ７１，１００ 

安 和 １２ ４８ １４，４００ １１ ４４ １３，２００ 

南 １１ ６７０ ２０１，０００ １０ ５５０ １６５，０００ 

計 １１８ ６，７９１ ２，０３７，３００ １１２ ６，２５１ １，８７５，３００ 

地域の集い 実施回数（回） 利用延人員（人） 

３０年度 ７１か所 ３９１ ２，００９ 

元年度 ６７カ所 ２１６ ９１２ 
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ア、車椅子貸与 

    

 

  

 

イ、マイクロバス 

 

 

 

 

 

⑦健康体操教室事業（共募配分）                   

地域高齢者の健康維持、仲間づくりのために命の貯蓄体操を開催。体操指導者に対する 

支援を行った。 

 

 

 

⑧身体障害者社会参加事業（市補助事業）         

障害のある方々が、積極的に各種イベントや大会へ参加できるための移動バス、ボランティ 

ア等を支援することにより障害者の社会参加促進に努めた。 

 

⑨あったかふれあいセンター「まちなかサロン」事業（受託事業）  

複雑多様化する地域住民の福祉課題に対応していくために市街地に地域福祉の拠点とし 

て「まちなかサロン」を設置し、地域住民だれもが気軽に集える機能に加え、高齢者の介護予 

防、訪問・相談・つなぎによる住民参加の見守りネットワーク構築と生活支援の仕組みづくりに 

努めた。 

 

ア、まちなかサロン「８店会」 

開所日：月～金 10時～15時                                                  

（百歳体操・かみかみ体操・保健師による健康相談・須崎警察署による防犯、防災、交通 

講座、作業療法士による講座・お茶会・演奏会・書道・アロマ教室・買い物支援・避難訓 

練・将棋交流・訪問活動など） 

 

 

 

 

 

 

 

イ、まちなかサロン サテライト「しんまち」 

開所日：火・木・金 10時～15時                                            

（百歳体操・かみかみ体操・市職員による防犯教室・作業療法士による講座・避難訓練 

将棋交流・華道教室・訪問など） 

 高齢者 障害者 子ども 一般 合計 

３０年度 
延人数 ２，１６１人 ８人 １人 ９８人 ２，２６８人 

実人員 ９７人 ３人 １人 ２７人 １２８人 

元年度 
延人数 １，８２４人 １７人 ３人 ７４人 １，９１８人 

実人員 ７４人 ５人 ３人 ３５人 １１７人 

 貸出件数（件） 

３０年度 ５０ 

元年度 ６２ 

 貸出件数（件） 利用述べ人数（人） 

３０年度 ５２ １，１５８ 

元年度 ４２   ８７１ 

 ３０年度 元年度 

助成額 １４６，０００円 １３８，０００円 

 高齢者 障害者 子ども 一般 合計 

３０年度 
延人数 ２，９４９人 ４３４人 ４９人 ８８人 ３，５２０人 

実人数 ７０人 ７人 ３１人 １２人 １２０人 

元年度 
延人数 ２，４２０人 ６６６人 ３５人 ５４人 ３，１７５人 

実人数 ９０人 ６人 １３人 １７人 １２６人 
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 ◆ささえ愛（認知症カフェ） 

    認知症家族が気軽に利用でき、日ごろの悩みなどの相談を聞くことで悩みの解消や 

  生活に生きがいを持てるように認知症の方の能力を生かし、役割をもっていただける場づ 

くりとして開所。 

 開所日：毎月第２土曜日 13：00～15：00 

 高齢者 障害者 一般 その他 合計 

３０年度 人員 １２１人 ７人 １４人 ０人 １４２人 

元年度 人員 ８９人 ６人 １４人 ３人 １１２人 

 

ウ、まちなかサロン サテライト「山手町」 

開所日：水曜日 1２時～15時                                           

      （百歳体操・作業療法士による講座・かみかみ体操・アロマ教室・訪問など） 

 高齢者 障害者 子ども 一般 合計 

３０年度 
延人数 ６７９人 ６人 ０人 １３人 ６９８人 

実人員 ３３人 １人 ０人 ６人 ４０人 

元年度 
延人数 ６６３人 ５人 ３人 １２人 ６８３人 

実人員 ４２人 ２人 ３人 １０人 ５７人 

 

２．指定訪問介護事業所及び指定介護予防事業所の適正運営 

①指定訪問介護事業の運営体制の確立                

ア、高齢者訪問介護事業（介護保険事業） 

介護保険法に基づく「指定訪問介護事業所」として須崎市保健、医療、福祉サービス 

事業者との連携を図り、適正な運営体制の確立と要介護者、要支援者に対し常に利用 

者の立場に立ったサービス事業の提供に努めた。 

年度 件数（件） 実績(円) 介護報酬(円) 自己負担（円） 

３０年度 ９６１ ２３，５０６，７１０ ２１，５９１，７２２ １，９１４，９８８ 

元年度 １，０３６ ２５，５０９，８７５ ２３，２３２，４９９ ２，２７７，３７６ 

比較増減 ７５ ２，００３，１６５ １，６４０，７７７ ３６２，３８８ 

 

イ、障害者訪問介護事業（障害者自立支援事業）         

        身体・知的・精神障害者（児）が日常生活を営むことができるよう、「障害者福祉法」に 

基づく居宅介護サービスを適正に提供するとともに、須崎市保健、医療、福祉サービス事 

業者との連携を図り、常に利用者の立場に立ったサービス事業の提供に努めた。 

年度 件数（件） 実績(円) 介護報酬(円) 自己負担（円） 

３０年度 １３４ １２，３６５，５９０ １２，３６５，５９０ 0 

元年度 １４９ １０，１９５，４８０ １０，１７７，６７０ １７，８１０ 

比較増減 １５ △２，１７０，１１０ △２，１８７，９２０ １７，８１０ 

 

ウ、移動支援事業（市受託事業）                      

屋外での移動が困難な障害者(児)の方に対し、外出のための支援を行うことにより、 

      地域における自立した生活や社会参加を促すことに務めた。 

年度 件数 時間数 実績(円) 

３０年度 ４０件 ２４８．０時間 ７６４，６００ 

元年度 ３５件 １６４．０時間 ４９１，７５０ 
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エ、須崎市産前産後ヘルパー派遣事業（市受託事業）                     

       妊娠中や出産後の体調変化により、家事や育児がしづらくなる方に、ヘルパーが訪問し 

家事や育児などの生活の手助けをする事業。須崎市在住の妊娠中（母子健康手帳取

得後）から子どもが６か月になる前日までの期間、１回２時間５００円の利用料で３２回まで 

利用できる。 

 

    オ、自費ヘルパー派遣事業（自主事業） 

       介護保険等の対象外の方で、身体介護や家事援助を訪問介護員一人当たり、３０分 

９００円（以降１５分単位）と１回１００円の交通費を自費で利用できる事業。 

 

    カ、介護職員初任者研修 

       須崎市及び高幡域において、介護職員として介護業務に従事している又は従事するこ 

とを希望する方を対象に初任者研修（旧ホームヘルパー2級研修）を実施。訪問介護員 

不足の解消を目指した。 

研修期間 ： 令和元年 9月 1日（日）から令和元年 11月 16日（土）の間 40日間 

研修時間 ： 130時間 

会   場 ： 須崎市泉町集会場 

受 講 者 ： 6名（市内 2名） 

 

３．地域包括支援センター事業の運営（市受託事業）        

   高齢者の「医療」「介護」「生活支援」「介護予防」「すまい」について包括的及び継続的な 

支援を行う「地域包括ケアシステム」を構築し、高齢者が住み慣れた地域で人と繋がり、地域 

と繋がり、尊厳をもって自分らしく生活できる、地域共生社会に向け、地域包括支援センター 

は、地域包括ケアシステムの推進を担う、中核機関として、地域住民一人ひとりの個別的なサ 

ービス調整、地域におけるネットワークの構築・再生等、個人と地域が抱える幅広い生活課題、 

社会的孤立、社会参加の確保等、様々な高齢者の課題解決に応えることのできる、高齢者福 

祉の”ワンストップサービスの拠点“としての事業運営を図る。 

 

①包括的・継続的ケアマネジメント事業 

内 容 備 考 

居宅介護支援事業所連絡会 ３回（５/１６・９/１９・１/１６）                ６５名 

居宅介護支援事業所事例検討会 ４回（６/１１・８/１３・１０/８・１２/１０）           ４９名 

通所・訪問・居宅介護支援事業祖連絡会 ４回（４/２４・１０/１７・１２/１９・２/２０）          １５０名 

 

②権利擁護事業 

 

 

 

年度 件数 時間 委託料 自己負担額 計 

３０年度 ８件 ５８．０時間 ７２，５００円 １４，５００円 ８７，０００円 

元年度 ２４件 １８０．７５時間 ２５２，９００円 ４５，０００円 ２９７，９００円 

年度 件数 時間 自己負担額 交通費 計 

３０年度 ４７件 ９３．０時間 １６５，６００円 ６，３００円 １７１，９００円 

元年度 ６４件 ２１１．７５時間 ３８１，１５０円 ２１，６００円 ４０２，７５０円 

内 容 備 考 

市民対象権利擁護講座 １１月に生涯大学の一般公開講座として実施 

事業所向け高齢者虐待防止研修 １回（７/２３）   ９７名 

事業所向け成年後見制度等権利擁護講座 ７/18 地域ケア会議で実施 
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③在宅医療・介護連携推進事業 

内 容 備 考 

医療・介護関係者の研修 １０/２８ 高幡５市町在宅医療・介護連携合同研修会 

 

   ④認知症総合支援事業 

内 容 備 考 

認知症初期集中支援推進事業 対象者 ３名 認知症初期集中支援チーム員会議 ９回 

認知症講座 
新荘地区 ３回（５/２２・６/２１・７/１７）         ５２名 

須崎地区 ３回（１０/１５・１１/１９・１２/１７）       ２８名 

認知症サポーター養成講座 ４回 ８４名 

認知症ケア実務者研修 ２回 （６/２１・８/２３）  １１２名 

 

⑤地域ケア会議 

内 容 備 考 

個別ケア会議 １１回 １６ケース 

 

   ⑥ボランティア団体等の育成支援 

内 容 備 考 

傾聴ボランティア養成講座 ２回（２/１４・２/２８） ３１名 

傾聴ボランティア交流会 １回（６/２５） 

 

⑦介護予防ケアマネジメント業務 

３０年度 給付額（円） 件数 元年度 給付額（円） 件数 

委託 

新規 7,300 １ 

委託 

新規 14,610 2 

継続 77,400 18 継続 81,810 19 

計 84,700 19 計 96,420 21 

包括 

直営 

新規 1,102,300 151 
包括 

直営 

新規 1,205,350 165 

継続 14,043,800 3,266 継続 15,175,120 3,525 

計 15,146,100 3,417 計 16,380,470 3,690 

総 計 15,230,800 3,436 総 計 16,476,890 3,711 

 

活動方針３ つながりの再構築による地域の中で誰も孤立しない見守り体制の実現 
１．地域福祉活動計画の策定と地域福祉計画への参画 

   ①地域福祉活動計画（地域アクションプラン）の策定 

平成３１年３月に策定された第３期地域福祉計画を具体的な活動につなげていく地域福祉

活動計画を地域の特色を生かしたものとするために、地域住民座談会を実施。計画の実施状

況を研修するとともに、地域における福祉課題の把握と課題整理、課題の解決策を地域住民

とともに確認した。 

     〇座談会の開催（各地区２回） 

地区 開催日 参加数 地区 開催日 参加数 

上 分 
７月４日 ２３人 

南 
６月２５日 ２０人 

２月６日 １４人 ２月１０日 ９人 

須 崎 
７月２４日 ２４人 

吾 桑 
７月９日 １６人 

２月１３日 ８人 ２月７日 １６人 

新荘・安和 ２月１４日 ７人 
浦ノ内 

６月３日 １７人 

多ノ郷 
６月２６日 １６人 ２月２０日 ２０人 

２月１３日 １５人    
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②地区社協活動の充実強化支援（市補助事業）      

住民の日常的な生活圏である公民館単位において、民生委員児童委員、福祉委員、ボ

ランティアや地域の各種団体・組織等との連携を図り、地域における福祉ニーズの把握、福祉

課題を明確にし、その課題の適切な解決を図るとともに、日常生活支援、在宅福祉サービス

相談、声かけ、見守り体制の確立に努めた。 

〇小地域活動支援助成金 
 

 

 

 

③災害時要援護者台帳の活用と須崎市避難行動要援護者避難支援計画への参画 

平成２０年に整備された「災害時要援護者台帳」を活かし、須崎市避難行動要援護者避

難支援計画の策定に参画。大規模災害等の発生時における、避難行動要援護者に対する

安否確認や救助等の支援体制づくりとともに、日頃の小地域見守り活動での活用のため地域

におけるネットワーク拡充に努めた。 

 

２．共同募金・歳末たすけあい運動への協力 

①共同募金・歳末たすけあい運動の推進 

毎年１０月１日から展開される、国民助け合い「赤い羽根」共同募金運動及び歳末たすけ

あい運動の高知県共同募金会須崎市支会事務局として積極的な募金活動を展開した。 

前年度募金実績による配分については、配分委員会を開催し、適正、公平に配分した。 

ア、令和元年度共同募金実績 

 

イ、歳末たすけあい運動（お年玉募金） 

３０年度 ４９，９９６円 

元年度 ４８，９９１円 

             

ウ、平成３０年度募金実績による令和元年度事業配分  

配分先 
３０年度 元年度 

配分額（円） 配分額（円） 

民生委員児童委員協議会 ５８２，０００ ５８２，０００ 

社会福祉協議会 １，３０３，８２６ １，２４３，９６４ 

子ども会連合会 ４８，０００ ４８，０００ 

老人クラブ連合会 ７７，０００ ７７，０００ 

青少年育成市民会議 ４８，０００ ４８，０００ 

身体障害者連合会 ６７，０００ ６７，０００ 

手をつなぐ育成会 ５８，０００ ５８，０００ 

朗読研究会 ３８，０００ ３８，０００ 

精神衛生家族会 ２９，０００ ２９，０００ 

かわうそ手話サークル ３８，０００ ３８，０００ 

ボランティア連絡協議会 １５５，０００ １５５，０００ 

社明運動 １９，０００ １９，０００ 

すさきスポーツクラブ ５８，０００ ５８，０００ 

招き猫の会 ２９，０００ ２９，０００ 

合 計 ２，５４９，８２６ ２，４８９，９６４ 

 

助成額 助成地区社協 

各５０，０００円 新荘・安和、上分、吾桑、浦ノ内、南、多ノ郷、須崎 

 戸別募金 大口・法人募金 職域募金 その他 計 

３０年度 ２，５００，９３４円 １，２２１，９４４円 ５３，９５５円 ６円 ３，７７６，８３９円 

元年度 ２，２２４，５５４円 １，１７０，３６２円 ５６，９８８円 ０円 ３，４５１，９０４円 
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３．福祉関係諸団体との連絡調整 

①団体事務と連携 

   下記の団体の事務局を持ち、関係諸団体との連絡調整に努めた。 

   ・須崎市民生委員児童委員協議会  ・須崎市身体障害者連合会 

   ・須崎市手をつなぐ育成会        ・須崎市ボランティア連絡協議会 

・須崎市老人クラブ連合会 

・地区社会福祉協議会 

   （上分地区社協・須崎地区社協・多ノ郷地区社協・吾桑地区社協・浦ノ内地区社協） 

 

②社会福祉施設及び他関係諸団体との連携 

須崎福祉会、須崎事業福祉協会等福祉施設との連携を密にし、施設サービスの推進に 

努めた。 

 

活動方針４  住民の力をボランティア活動へつなぐ体制づくり 
１．ボランティア育成事業の推進 

ボランティア活動育成事業（市補助事業）        

ボランティア連絡協議会等ボランティア団体に対しての情報提供や活動の支援、ボランティア

活動に関する相談等とともに、各種研修会の案内、指導等ボランティアセンターとしての機能を

活かし住民のボランティア活動の総合窓口として努めた。 

 

２．災害ボランティアセンター運営体制の強化 

風水害、地震津波発生後の災害ボランティアセンターの実践的な活動連携体制の整備を

図るために、須崎市災害ボランティアセンター設置マニュアルを見直すとともに、関係各機関と

日頃からの情報共有及び迅速な連携体制の構築を目指して、災害ボランティアセンター開設

準備会を開催した。 

 

３．福祉教育の充実 

①福祉活動推進校指定事業（市補助事業）     

小中学校の児童生徒に福祉活動を通じて、思いやりの心、ともに感じる心、みんなで助け合

う心を育むと共に児童生徒を通じて家庭及び地域社会に対しても啓発を図ることを目的として市

内１3校を指定し福祉教育の推進を図った。【各校５０，０００円助成】 

    

   ②福祉体験学習（高齢者疑似体験・車椅子体験など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③実習生の受入 

      

      

      

 

 

 

 

実施日 学校名・学年 人員（人） 

元年度 

５月２４日 南中学校 ３年生 １１ 

６月２０日 須崎総合高等学校２年生 １１ 

１０月１０日 須崎小学校 ４年生 ２８ 

１０月２４日 新荘小学校 ３・４年生 １８ 

１１月８日 吾桑小学校 ４年生 ９ 

１１月１９日 吾桑小学校 ４年生 ９ 

１２月１３日 浦ノ内中学校 １年生 １４ 

学校名 実施日（参加人員） 

高知開成専門学校 看護学科 
５/２４（３）・６/７（３）・６/１３（３）・６/１８（２） 

・７/４（２）・７/９（３） 

専門学校  

穴吹パティシエ福祉カレッジ 
１０/１～１１/１（２５日間） １名 
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活動方針５   社会福祉協議会組織の充実強化と専門的研修の充実 

 

１．事務局体制の充実                               

定期的な職員会を開催することによる、職員の意識と情報を共有する仕組みづくりや、地域

生活や住民ニーズに立脚した事業がチームとして迅速に対応できる体制づくりに努めた。 

     また、組織統制機能強化のため社会保険労務士による各種規程の改正整備と職員労務 

管理の充実に努め、契約税理士による正確適正な会計処理を図った。 

        〇職員会等の開催 

 

 

 

 

 

 

 

２．役員会（理事・監事）、評議員会機能の充実 

①理事会組織の充実 

理事の経験や実績、専門性を発揮してもらえる理事会運営を基本に、法人運営の「執行機

関」として理事の役割認識を深め、社協運営に参画する意識の向上を図った。 

 

   ②評議員組織の充実 

     社協が地域の総意をもって地域福祉を推進するために、住民組織や地区社協、福祉に関 

する活動を行う団体等から適切な基準により選任された構成員による、評議員会の組織化を 

図った。法人にとって重要な事項を決定する「議決機関」としての性格を明確にし、組織の活 

性化を目指した。 

 

③監査機能の充実 

会計の執行状況だけではなく、事業の適正さや費用対効果などについても助言や指摘を 

していただき、社協経営に活かせる監査機能づくりに努めた。 

 

３．社協会員制度の推進 

     社協の構成員である、住民組織・社会福祉施設及び事業者・ボランティア団体等と社協 

との組織関係を明確にするための「団体会員」、社協活動や地域福祉活動への関心や参加 

意識の熟成と一定的な民間財源確保として財政的に支援する「賛助（特別）会員」の増強を 

図るとともに、地域住民への社協事業の周知・理解を図り、住民主体の活動を目指した。 

 

   ◆会員数と会費の実績 

 

種別（会費額） 

３０年度 元年度 

件数（件） 会費（円） 件数（件） 会費（円） 

団体会員（5,000円） ３０ １５０，０００ ３０ １５０，０００ 

特別会員（5,000円） １３ ６５，０００ ３ １５，０００ 

賛助会員（1,000円） １０１ １３１，０００ １２６ １２６，０００ 

一般会員 （500円） ０ 0 １７ ８，５００ 

計 １７４ ３４６，０００ １７６ ２９９，５００ 

 

会議名 内 容 等 

社協内定例会 月１回の開催（常務、局長、各事業所長、係長）      

生活支援・総合相談センター

「ほっと」 

月２回の開催（指定相談事業所 相談員）     

月１回の開催（生活困窮者支援事業  相談員） 

地域包括支援センター 月１回の開催 


